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研 究 主 題

生徒 の考 える力や工夫 し実践す る力 を育て る/措導法 の工夫

1主 題設定の理 由と研究の主な内容

1主 題設定の理 由

物が豊富で、 多種 多様 な情 報が氾濫 して いる現代 では、必要 な物 を 自分 で設計 ・工 夫 して

製作す るよ りも、安 い値段 で簡単 に手 に入れ る ことが で きる。 また、少 しの手 間をか けれ ば

修理がで きる物 で も、 わざわ ざ修理 して直す よ りは、新 しい製 品を買 って しまう。生 徒 の実

生活 にお いて は、 自ら考え、 工夫 し作 り出す場面 や、修理 す るために仕組 みを考え、課題 に

立 ち向か うなどの実践 的 ・体 験的 な場面が少 な くな ってい る。 この実践 的 ・体験 的な場面 の

減少 とと もに、指示 された ことや決 め られ た活動 はで きるが、 自 ら考 え、 行動 す る主体性 に

欠 ける生徒や、 自分 で解決 して い こうとす る意欲 に欠 け る生徒 が見 られ るようになった。

このよ うな社会 の変化 に主 体的 に対応す るために、必要 な物 や情報 を 自 ら選択す る力 や判

断す る力が求 め られてい る。 生徒 の中 には、衝動 的に、必要 もない物、 使 ってみ ると不便 な

物、役 に立 たない物、 高価 な物 などを購入 した り、誤 った情報 を信 じ、 情報 に振 り回 された

りす る者 もいる。 自分 に とって本当 に必要 な物 や情報 を選択 して判 断す るためには、物 や情

報 に対す る基礎 的 ・基本 的な知識が必要で あ り、主体 的に考え る力が必 要 で あ る。 さ らに、

生活 をよ りよ く豊 かにす るため には、選択 した物 や情報 を工 夫 し活用す る力 が必 要 で あ る。

これか らの学校教育 にお いて は、生涯 を通 じて社会 の変化 に主体的 に対応 し、 た くま しく

生 きる人間 の育成 が強 く求 め られて お り、本年度 は教育研 究員 に 「生徒 の学 習意 欲 を高 あ、

[生 きる力]を は ぐくむ指導 の工夫」 とい う共通研究主題が設 け られた。 研 究 を進 め る に当

たって は、 この共通研究 主題の趣 旨を踏 まえて、各部会 ごとに研究主題を設定 し、研究 を進

め る ことにな った。技 術 ・家庭科 は、 自 ら学ぶ意欲 を もち社会の変化 に主体的 に対応 で きる

人問 の育成 を目指 して、生 活 に必要 な基礎的 な知識 と技術 の習得を第一 の 目標 とし、 その学

習 を通 して家庭生 活や社 会生活 とのかか わ りにっいて理解 を深め させ、生活 の充実 ・向上 を

図 る能力 と実践 的な態度 の育成 を究極 の目標 としてい る。 そ こで、本部会 で は 「生 き る力」

を は ぐくむために実践 的 ・体験的 な学習活動 を通 して、生 徒が主体的 に課題 を見 いだ し、 自

ら考 え工夫 し、課題解 決のため に実践す る力 を付 けさせ ることが大切であ ると考 え この研究

主題 を設定 した。

2各 分科会 の内容

(1)木 材加工分科 会 副主題 「思考場面 を設定 し、課題解 決 までの見通 しを もたせ る指導法

の工夫」

生徒 が主題 的 に課題 を見 いだす思考場面 の設定 や課題 解決 までの見通 しを もった考 え方

が で きるよ うな指 導法の工夫 にっ いて研究 を進 めた。

② 家庭生活分科 会 副主題 「消費者 として主体 的 に判 断 し、生活 に生かす力 を育 て るため

の指導法 の工 夫」

物 資 ・サー ビスの選択の場面 を中心 に、興 味 ・関心 の もて る導入や、 自分 の もの と して

と らえ られ る教材 ・教具の工夫、思考 や話合 いが深 まるた めの発問 の研究 を進 めた。
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皿 研究の内容

「木 材 加 工 」

1研 究 の構 想

(1)副 主 題 設 定 の 理 由

「生 徒 の考 え る力 や 工 夫 し実 践 す る力 」 を育 成 す る た め に は、 授 業 の 中 で生 徒 が考 え る

場 面 を教 師が 意 図 的 に 設 定 す る こ と も必 要 で あ る。 教 師 か ら言 わ れ た通 りに行 う作 業 学 習

で は そ の能 力 を 育成 で き に くい。 生 徒 が 主 体 的 に疑 問 点 を見 い だ し、 思 考 し、 解 決 して い

く場 面 の設 定 が 必 要 とな って くる。

さ らに、 生 徒 が思 考 し、 課 題 解 決 を して い くた め に は、 そ の場 限 りの思 考 で は不 十 分 で

あ る。 課 題 解 決 ま で の連 続 的 な 見通 しを もた な けれ ば な らな い。 生 徒 が 失 敗 や試 行 錯 誤 の

経 験 か ら学 ん だ こ とを、 次 の作 業 に生 か し、 完 成 にっ な げて い くと い う、 製 作 の見 通 しを

もた せ る よ う指 導 法 の工 夫 が 大 切 で あ る と考 え た 。 こ の よ う な理 由 か ら、 研 究 副 主 題 を

「思 考 場 面 を設 定 し、課 題 解 決 まで の 見 通 しを もたせ る指 導 法 の工 夫 」 と設 定 した。

(2)仮 説 の設 定

生 徒 の考 え る力 や 工 夫 し実 践 す る力 を育 て るた め に、 一 枚 板 に よ る木 製 品 の 自 由製 作 を

題 材 とす る こ と と した。 一 枚 の板 か ら必 要 な もの を 自 ら作 り出 す 過程 は、 生 徒 が 失 敗 した

り試 行 錯 誤 す るな ど、 多 くの 思 考 場 面 が あ る もの と考 え た。 「設 計 」 「けが き」 「部 品 加 工」

「組 み 立 て」 の 各 工 程 を進 め て い くに は、 最 初 の 設 計 段 階 で見 通 しを もっ こ とが 大 切 で あ

る。 しか し、 研 究 を進 あ る に当 た り事 前 に行 った実 態 調 査 か らは、 生 徒 の これ まで の製 作

で は木 工 具 や 木工 機 械 の 使 用 経 験 の 不 足 が 指 摘 され、 一 枚 板 で の 自由 製 作 はか な り難 しい

ので は な いか 、 製 作 の 見通 しを もっ こ と も困 難 で は な い か とい う意 見 が 出 され た。

そ こで 、 「実 体 験 の 中 で 主 体 的 に思 考 す るよ う援 助 す る な らば、 課 題 解 決 ま で の 見 通 し

を もって 製 作 で き るよ うに な る」 と い う仮 説 の もとに、実際 の製 作活 動 の導入 と して グル ー

プ に よ る 「試 作 モ デ ル の製 作」 を取 り入 れ る こと と した。 「試 作 モ デ ル の 製 作 」 で は 、 生

徒 の失 敗 や 試 行 錯 誤 を生 か し、 自 ら考 え て 工 夫 す る き っか け にす る こ とや、 一 通 りの 製 作

を経 験 す る こ と で、 作 業 に対 す る見 通 しを も たせ る よ うに した。 そ の 際 、 部 品 の 組 み 方 、

寸 法 の 関 係 、 工 具 の選 定 、 工 具 の特 徴 な どを 、 教 師 が 一 方 的 に説 明 す る の で は な く、生 徒

自 ら考 え る こ とが で きる よ うに、 援 助 の 在 り方 を工 夫 す る よ うに した。

(3}研 究 の進 め 方

本 研 究 に お いて は、 一 枚 板 に よ る木 製 品 の製 作 を 、 「試 作 モ デ ル の製 作 」 を 取 り 入 れ る

こ とで、 生 徒 が 自 ら考 え 工 夫 して課 題 を解 決 す るた あ の 学 習 過 程 と して 設 定 す る こ とを ね

らい と した。

以 上 の研 究 を進 め る に あ た り、 次 の よ うな構 想 を立 て た。

① 実 態 調 査 とそ の 分 析

② 適 切 な 「試 作 モ デ ル 」 の選 定 と ワ ー ク シー トの工 夫

③ 「試 作 モ デ ル」 を取 り入 れ た指 導 計 画

④ 授 業 研 究 及 び検 証

⑤ 研 究 の ま とめ と今 後 の課 題
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2 実態調 査(ア ンケ ー ト集計結果)

研究 を進 め るに当た り、生徒 の実態 を正確 に把握す るために、A中 学 校(83人)、B中 学

校(111人)の1年 生 を対 象 に ア ンケ ー ト調 査 を 行 っ た。

(1) 調査内容

《経 験 にっ いて 》 《関 心 に っ い て》

1年 蹄 ・家庭科
.

「
事苗アンケート調査 董年 組 番・氏名2

■.小 学 校 で の 授 第 に つ い て 伽 、と獣 た人は3 .
《ア}燦 叢で木阿を使って、何か作ったことガありますカ㌔ そhは,何 の授震で†か.

1あ る1な いlIl

くイ}何 を作 り雲したか.倶 体的に書いて下さい}

.授 業 以 外 に つ い て

`71侵 藁以外で木"を 使って.何 か作った二とがありま†か.そhは 、ど二で作りま

したか.か ら答えて下さい)

1あ る1な いIIl

〔イ1何 を作nま したか.(Rls的 に番いて下さい}

1 I

I

【ウ}そhは いつごろ悸リましたオ㌧(何 年生で答えて下さい[

`ウ}そ れはいつごろ作りましたか.(fi4生 で誓えて下さい,
1

`エ)製 作の時に,ど んな工異を使いましたか.
・の二ぎり ・げんのう ・Fり ・糸のこ蟹

・かんな ・やすり
・その他(}〔}ll(エ》製作の時に、どんな■典を使いましたか.

。のこE"n・ げんのう ・2り ・糸のこ盤
・かんな ・や†り

。その亀()()〔}
{オ】製作宇に図面を見ましたか.

1見 たlarzn・ っ動

(才》製俸叩に図面を見ましたか.

1見 た1見 なかった1

{カ}製 伸のために図面を■参玄したか.

くカ}製 作のために図面を番きましたか.

1書 い た[書 かなかったI

lキ,そ の作晶のm#Hえ は,臼 分としてはどうでしたか.
1書 い た1書 かなかったi

(キ}そ の作晶の出甕ぱえは.8分 として雌どうでしたか.

'大 憂 よ か っ た ・ よ か っ た ・ふ つ う

・よ く な かoた ・ 全 然 よ く な か っ た

〔ク,襲 作をしてみて.う まくできたと思う点を書いて下さい.・大変よかった ・よかった 'ふ つ う
.

・よ 《 な か っ た ・全 然 よ く な か っ た 【1
`ク}勲 作をしてみて.う まくできたと思う点を書いて下さい. (ケ}製 作をしてみて.苦 雪したと思う点を書いて下さい.

lI

`コ)そ の作晶は.今 どうなっていま†か.

くケ》製作セしてみて.苦 弼したと.思う点を番いて下さい.
1吟 械 っている ・あるが使っていない 囎 てた1

3.興 味 に っ い て

〔ア}物 を作る;は 好きでナか。

1好 き1き らい1

{コ}そ の怖島は.今 どうなっていま†か.

1・今も便っている1・ ある炉便oて いない 」・捨てた1

`イ)ど んな物を作ウたいでずか.

i

(2) 集計結果
o

《経 験 につ い て》

木 材 を使 って、 何 か 作 っ た こ とが あ ります か。

(-r)

【授業】 ある(教 科名) ない

A中 学校 83(図 工) 0

B中 学校 111(図 工) 0

何 を作 りま した か。

(単 位 ・人)

【授業以外】 ある ない

A中 学校 34 49

B中 学校 55 56

(単 位 ・人)

A中 学校 箱 ・動 くお も ち ゃ ・舟 ・本 立 て ・パ ズ ル ・笛 ・組 木 ・木 の 車

B中 学校 テ ー プ カ ッ タ ー ・ア タ ッ シ ュ ケ ー ス ・壁 掛 け ・パ ズ ル ・笛

ω 製 作 の 時 に、 どん な 工 具 を使 い ま した か。

の こ ぎ り

A中学校
…i/ii

2.4%ii

使わ なか った

1

使 った

97.6%

B中学校

....==・i≒....

.=.=.=.i.i.i.i.=.i

1.、、.譲…. i導…'...

…iii

醸 ……::纏…

粥:1≒…職:1:i..

きL:

ii'......1=塔i=擁

92.3°rb ... 使 った

～57
.7%

「:r=ririii忌.i÷.irL:i=L爵.i;1;i;1.iiLi=鐸==…レ:=..

.わなカ》 つ.た
・レ.;・L.二.L・二・.・L..==..=.=,=.∫戴 卜

. 饗…..

げ ん の う
A中 学校

埴靴 史

悶
%

州
0

渥
2

瑞
ユ

「

蔦
÷
中4

箋
使 わなかった

使 った

88.0%

B中学校

纒難
1…{勲撫 裁 つ鵡

使 った

75.7%
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き り

A中 学校 B中学校

か ん な
A中学校B中 学校

薦:20.5%譲 鯛 鹸 、,
ｬ:::蒙;賑

叢 蕪 難難1屡 蓼:鑑1

鷺灘;鑑 欝 蔓灘 誕 鍵拶　

㈲ 製 作中 に図面 を見 ま したか。
A中 学校B中 学校

糸 の こ盤
A中 学校

3.6%

使わ なか った

や す り
A中 学校

32.5

使わなか った
使 った

67.5%

B中 学 校

譜 麗i
$.1%.....

　 わ な か った

博

鷲

B中学校

1.8%
H

　 わなか った

1

使 った

98.2%

㈲ 製作 のために図面 を書 きま したか。
A中 学校B中 学校

書 いた45
.5%

54.2%

酔鷺ガ
'轡 なか

・耀 ミ纒

80.2%'一'�

(の 製 作 を して み て 、 苦 労 した と思 う点 を書 いて 下 さ い。

A中 学校 ・ く ぎ う ち ・切 断 ・や す り が け ・色 ぬ り

B中 学校 ・くぎ打 ち ・切断 ・色 ぬ り

《関 心 につ い て 》

(コ)そ の作 品 は、 今 ど うな って い ます か 。
A中 学校B中 学校

….。・.9つ て いる 灘 難
、使 つている

't'541%汎 三ミ㍉
猟 一螺 ・

簸 盤 羅皐 懲 嚢 熱こ拶

(3)調 査結果 の考察

(f)物 を 作 る こと は好 き です か 。
A中 学校

i21・7%=..、

好 き

78.3%

B中 学校

8.1%
4f

閃
好 き

91.9

小 学 校 の図 工 、 ま た は 地域(児 童 館 ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンセ ンター 等)で の 学 習 や趣 味

で 、 ど の生 徒 も木 材 を使 っ た作 品 を 製 作 した経 験 は あ るが、 キ ッ ト製 品 に よ る ものが ほ と

ん どで あ り、 作 業 内容 も組 立 て が 中心 で あ る。 自 らが 作 品 を構 想 し、 製 作 す る と い う生 活

経 験 が 少 な い こ とが わ か った。 製 作 にっ い て の関 心 は高 い が、 作 品 を 作 る際 の 見 通 し(ど

う い う物 を 作 る の か。 材 料 が どの位 必 要 な のか 。 ど うい うふ うに組 み 立 て る の か 。 な ど)

や 使 用 条 件 、 使 用 目 的 に つ い て 深 く考 え て い る とは言 い難 か った。

ま た、 木 工 具(の こ ぎ り ・げん の う ・き り ・や す り)や 木 工 機 械(糸 の こ盤)の 使 用 経

験 は、 か な らず し も十 分 と は言 え ず、 使 用 した と して も単 な る作 業 に終 わ って い る。 生 徒

の 多 くは、 木 工 具 や木 工 機 械 の正 しい 扱 い方 や 、 素 材 との か か わ りに よ る使 用 法 につ いて

の理 解 は十 分 で は なか った。
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3 「試作 モデル」 を取 り入れた指導計画 (合計授業 時数35時 間)

指導項目 指 導 目 標 指 導 内 容 評 価 の 観 点
授業
時間

1.木 材 と 1.木 材 と生活 との関係を考え させ る。 ①日常生活の身近に ・木製品 に関心を持 ち、身 の回 りの木材 の

わ た した 2.木 材 の特徴や性質を考え させ る。 ある木製 品の観 察 特徴を進んで学習す る態度が み られる。

ちの生活 3.事 前 ア ン ケ ー ト調 査 を さ せ る。 ②木材 と生 活 とのか ・木材の特徴や性質等 を説明 できる。 2

かわ り

③木材の特徴と性質

2.木 製 品 4.図 面 の 見 方 を 考 え させ る。 ① 図面 の見方、条件 ・4想 図 を正 しく読み取 る事 がで きる。

の設計 と 5.製 作 の 準 備 を させ る。 ②道具使用上の注意 ・道具の使用上の注意 について説明で きる。

製作 ～～ ～一
ト

i6・ 製作を させ る・

③ グル ープで部品図

と製作図を見なが

・進んで製作図 を見 なが ら部 品図を書 こう

とす る態度が み られ る。
f

ら検討 ・作業 に興味、関心 を示 しすすんで取 り組
・試 作 モ デ 7.試 作 モ デ ル の 反 省 、 まとめ を させ る。 ④ グループで工程を ん で い る。

ルの製 作 8.グ ル ープ で の発 表 会 を さ せ、 反 省 し 考え させ なが ら自 ・作業で気 が付 いた点 にっいて進んで ワー

どうすれば失敗 しないかを考えさせる。 由に製作 ク シー トに記 入 す る態 度 が み られ る。 5一
・材 料 糊 暮蕊 灘 活した使用方法を理議

⑤ ワ ー ク シ ー トに記

入

・学習 内容 を反省 して、 進んで評価を し、

次 の作 品製作 に意欲 を示 してい る。 12

・機 能 と構

造

させ る。

10。 使用 目的、使用条件 に応 じた製作品

⑥欝 徴 考えさi
・進 んで構想 図や部 品図 ・組立て図を書 こ

・図面の見 の機能 ・構造 にっ いて考え させ る。 うとす る態度 がみ られ る。

方と説明 11.構 想 図 を キ ャ ビネ ッ ト図 。等 角 図 で ⑦材料の特徴 ・製作 品の構想 図をキ ャビネ ット図や等角

・道具の使 書 くこ とが で きる よ うに す る。 ⑧構想図 図 で書 く こ とが で き る。

い方 12.製 作 に必要 な部 品図 と組 立て図を第 キ ャ ビネ ッ ト図 ・ ・第 三角 法で部 品図や組立て図を書 くこと

三角法 による正投影 図で書 くことがで 等角図 が で き る。

き る よ うにす る。 ⑨組立て図、部品図、 ・工 具の各名称 を理解で きる。

13.工 具 の名称 や構造 を理解 させ、正 し 第三角法 ・工 具の構想を理解 し、正 しい使 い方 を説

い使 い方が で きるよ うにす る。 (正投影図) 明 で き る。

3.木 製 品 14.製 作工程 と作業 工程を理解 させ る。 ①製作工程と作業工 ・進んで作業計画に取 り組 もうとしている。

の製作 と 15.試 作 モ デ ル の経 験 を 活 か し、 正 し く 程 ・試作モデルの反省を活か そ うとす る態度

準備と製 設計 し設計 図を書 くことがで きるよう が み られ る。

作 にす る。

けが き ・進んで材料 にけが きを している態度 がみ

られ る。

16.け が き ・材料取 りの方法 を理解 させ ② さ しがねによ るけ ・正確な寸法で線が引 ける。

る 。 が きの仕方 ・基準面や、 けが きの仕方 を説明 で きる。

17.の こ ぎ り 。か ん な の 仕 組 み と切 断 ・ ③ の こぎりの構造 と ・の こぎりの構造を理解 し、使 い方 を説 明

切 削の原理 を理解 させ、正 しい取 り扱 使 い方 で き る。

い方 がで きるようにする。 ・作業 に興味 ・関心 を示 し進 んで取 り組 ん

切断 で い るQ

切削 18.複 数の加工方法の中か ら、個 々の技

能 に応 じた加工法をi択 させ、正確 な

仕上げがで きるようにす る。

④加工法のi択 ●鞭欝最蹴欝 驚
19

組 み立 て 19.仮 組立てを しなが ら組立 ての順序 ・ ①仮組立てと補修 ・進んで仮組立 てをする態度 がみ られ る。

補修 の方法を理解 させ る。
・点検 ・補修 のあと、進 んで組立 てをす る

aa.接 着剤 。釘の正 しい使 い方 を理解 さ ②接 着剤 ・釘等の正 態度が み られる。

せ、組立てが正確 にできるよ うにする。 しい使 い方 ・目的 や条件 に応 じて接着剤 や釘等を選 び

組立 てがで きる。

塗装 21.素 地磨 き ・塗装 の方法を理解 させる。 ①塗装面の仕上が り

を よくす るための

・朧 畿 謄 一 ・とし1

素地磨きの方法

反省 22.製 作品の総合評価 ・学習 内容 の反 省 ①総合評価 ・反省 ・学習 内容 を反 省 して、進んで評価 を し、

を させ る。 次 の作 品製作 に意 欲を示 してい る。
・作品 の完成 す るまでの工程を まとあて説

明 で き る。

4.木 材 の 23.木 材の利用価値 と木材 が生活 に果た ①木材の資源保護 ・木材 の役割 を考え、木材資源保護 と有効

利用 して いる役割 を考 えさせる ②木材の有効利用 利 用に関心 を示 して いる。 2

24.資 源 と しての木材 を考 えさせ る。 ・木製 品の使 用方法に工夫を し、活用 して

い る 。
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4指 導 事 例

試 作 モ デ ル の 製 作 で は二 通 りの検 証 授 業 を行 った。 事 例1は 道 具 の 使 い方 を事 前 に学 習 し

て い な い製 作 で 、 事 例2は 道 具 の使 い方 を事 前 に学 習 した 製 作 で あ る。 材 料 は事 例1は 桂 材

(1000×210×12)、 事 例2は 桐 材(1200×210×12)を 使 用 した。 ま た、 長 さ の 違 っ た 釘 を 数

種 類 用 意 した。1班5人 か ら6人 に対 し一 枚 の板 を与 え、1人 が一 っ の部 品 を加 工 し作 品 を

完 成 さ せ る。

(1)試 作 モ デ ル の指 導 計 画:指 導 時 数(5)

①

②

④

⑤

けが き (1)

③ 部 品 加 工(切 断 、 切 削)・ …(2)

組 立て

反省 と発表

② 授業 の展 開

(1)

(1)

以下 の道具 を生徒 に 自由に選 ばせた

・さ しがね ・かんな とやす り

・の こぎり ・きり

・かん な ・げん の う

・木工やす り ・紙 やす り

指 導 内 容
1

生 徒 の 学 習 活 動 指 導上 の留意 点

けが き 組立図、1枚 板の平面図を 木取 りについて検討 させる 切 りいうなど取 っている

もとに木取り図を配布する (必要部品数、寸法など) かを机間巡視するが示唆

平面図ができた班は板を取 りに は与えない

来る

切 断 道具の使用にっいては安全面 両刃のこぎりを使 って切断する 切 断す る際、 どこを切 っ

のみ注意す るよう指導する てい るか に注 目す る

切 削 加工道具を生徒に選ばせる 切断面を加工する 1道 具 の使 い方が正 しいか、
・ カ ン ナ 4枚 の部品を一人1枚 ずつ分捌 確 に作業ができている

・木 工 ヤ ス リ し加工する か、部材 が割 れ たり して

・紙 ヤ ス リ いないかを調 べて まわ る

・か ん な ヤ ス リetc .

組 立 釘 も数種類の中から選ばせ 釘で各部品を接合する げんのうの使い方を見 る

る 今回は接着剤 は使わない 下穴をあけていたか

1 組立順序を見る

発 表 今 までの作業記録をもとに 作業記録をもとに作業のまとめ 今まであが った意見疑問

疑 問点、 失敗 したところな のプ リン トを全 員で検討 す る 点を残さず記入 させる

どをあげ反省させる項目ご 各班の代表が発表する 自分達の作業上の失敗点

とに発表 させる

他の班の作品を見学 させる
1
に気付かせる事ができた

1か

▼ ・

レ
移羅

睡"
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(3)指 導 事 例1

この 事 例1で は、 あ え て けが きの 方 法 、 繊 維 方 向、 道 具 の使 用 法等 は教 え ず に、 グ ル ー

プ毎 に製 作 活 動 に取 り組 ませ た 。 危 険 防 止 の た め、 最 低 限 の安 全 指 導 は した が 、 生 徒 は、

今 まで の経 験 を た よ り に、 グ ル ー プ で相 談 しな が ら作 業 を 進 め て い っ た。 グ ル ー プ は、 男

女 混 合 の5人 を基 本 と した。

① け が き

次 の3点 に つ いて は、 簡 単 な説 明 を行 った。

ア

イ

ウ

ア

全 体 の寸 法(12ペ ー ジの背 板2枚 の 図参 照)

背 板 の 巾、 側 板 の斜 め切 り落 とす部 分 の 寸 法 は、 自 由 に設 定 して よ い こ と。

さ しが ね の 目盛 り(メ ー トル 法 の 目盛 り以 外 に、 角 目 と丸 目 が あ る)に っ いて 。

以 上 の 説 明 で 、 生 徒 は相 談 しな が ら次 の点 に 自分 た ち で気 付 きな が ら作 業 した。

板 の 厚 み を考 え て、 部 品各 部 の 寸 法 を読 み とる こ と→ ほ とん ど全部 の グル ー プが で

きた 。

イ 部 品 と部 品 の間 を少 しあ け る(切 り しろ ・削 り し ろを と る こ と)→4っ の グ ル ー プ

は こ の こ とに気 づ き、 隙 間 を あ け て い た。2～5mm程 度 と差 が 見 られ た。 生 徒 の ワー

ク シー トの 中 に は 「木 くず の分 ま で計 算 した」 と い う記 述 も見 られ た。

しか し、 部 品 は左 や 上 につ めて しま う(あ ま りを 中 央 に とれ な い)等 、 作 業 を 効 率

よ く進 め るた め の 工 夫 に関 して は、 気 付 くグル ー プ は なか った。

② 切 断

切 り し ろ ・削 り しろ を と らな か った班 は、 けが き線 上 を切 断 して い た。 切 り しろ ・削

り しろ を と っ た班 は、 線 と線 の 間 を 切 断 して い た。 線 か らず れ る と、 な か な か 途 中か ら

修 正 で き な い た めか 、 反 対 側 か ら切 り直 す 生 徒 が 多 か った。

まが る原 因 につ い て は 、(ワ ー ク シー トよ

り)「 体 との こ ぎ りが まが って い た」、 「体 と

の こ ぎ りが 一 直 線 上 に な って い な か った 」

と い うよ うに、 そ の 原 因 に 気 付 く生 徒 が 見

られ る な か で、(ワ ー ク シー トよ り)「 ど う

して もま が って しま う」 「難 し くて まが っ て

しま う」 と答 え た 生 徒 も多 くい た。

の こ身 の傾 き は、 切 断 後 、 多 くの 生 徒 が

次 の よ うに気 付 いて い た。

ワー ク シー トよ り… 「の こ ぎ りの 角 度 が

違 って い た 」

両 刃 の の こ ぎ り の線 引 き用 の刃 ・横 引 き

用 の 刃 の 使 い分 け につ い て は、 次 の 三 通 り

が 見 られ た。

ア 縦 引 き と横 引 きの 刃 の違 い に最 後 ま で

気 付 か な い。

・[三 ヨ
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ワ ー ク シー トよ り… 「の こ ぎ りの 刃 が 板 に引 っか か って 大 変 だ っ た」

「少 しひ っか か って ぎざ ぎざ に な った」

イ 最 初 は横 引 き用 の 刃 で切 断 し、 途 中 か ら綱 引 き用 の刃 を 使 用

ウ 両 方 を た め して 、 切 りや す い方 の 刃 を使 用

ほ とん どの 生 徒 が 、 の こ ぎ り引 きを経 験 して い た が 、 意 味 や 使 い分 け を知 って い る

生 徒 は い なか っ た。 ま た、 切 断 時 は交 代 で板 を押 さえ る ・切 り くず を下 敷 きで あ お い

で とば す 等 、 協 力 して 作 業 して い た が、 刃 の選 択 の点 で は、班 の 中 で の 統 一 性 は見 ら

れ な か った。 椅 子 を 倒 して、 そ の上 に材 料 を 置 き、 足 で押 さえ て 両 手 引 きす る生 徒 も

見 られ た。

③ 切 削

切 削 で は 、木 工 や す りを選 択 す る グ ル ー プ が多 か った。

ア 切 断 面 の で こぼ こが な くな っ た段 階 で、 終 わ り とす る生 徒 が 多 い。

イ 平 らに しよ う とす るが 、 で き な い。

→ 木 工 や す りを机 の 上 に置 いて 、 板 の方 を動 か した り して い た。

紙 や す りに、 あ て 木 を す る生 徒 も少 数 だが 見 られ た。(ワ ー ク シー トよ り)「 丸 くな っ

て しま う」 「部 品 が 小 さ くな った」 「削 りす ぎた」 と気 付 く生 徒 も見 られ た。

は じめ か ら、 か ん な を 手 にす る生 徒 は少 なか った。 刃 の調 整 は生徒 で は困 難 な ため、

教 師 が 行 う こ と と した。 数 名 の生 徒 が か ん な を選 択 す るが、 そ の使 い方 は次 の よ うで

あ っ た。

ア

イ

ウ

か ん な を机 の上 に ひ っ くり返 して 置 き、 板 を動 か して切 削 す る生 徒 が 多 い 。

板 を 木 工 万 力 に は さん で切 削 す る。

板 を 机 の上 に た て て手 で さ さえ 、 切 削 す る。

そ の た め、 効 率 が 悪 く、 面 を平 ら に仕 上 げ る ことが で きなか った。 しか し、 よ く削

れ て 削 り くず が どん ど ん 出 て くる と、 興 味 を も った生 徒 が 、 次 々 に試 して い た 。

また 、 こば と木 口 の切 削方 法 の 区 別 な く、 一 気 に削 る生 徒 が 多 か った。 こぼ を 削 っ

た後 、 木 口が 同 じよ うに削 れ な い た め 、 教 師 に調 整 を依 頼 に くる生 徒 もい た。

部 品 を 机 上 に立 て て み て、 平 らに 削 れ て い るか 、 確 認 して い る生 徒 も少 数 な が ら見

られ た 。

ワー ク シー トよ り… 「な な め に な った」 「削 れ な か った」

④ 組 立

仮 組 立 を す る班 もあ るが 、 細 か な寸 法 の違 い に は気 付 か な い グ ル ー プ が多 い。 この 段

階 で、 部 品 の 長 さを 計 り直 す 班 は な く、 次 の よ うな 様 子 だ った。

ア 実 際 に組 み 立 て て か ら長 さ を合 わ な い こ と に気 付 い た。

イ 背 板 の 寸 法 にあ わ せ た た め、 底 板 に対 して、 側 板 が 直 角 に な らなか った。

仕 上 が り線 を 切 断 して しま った グ ル ー プ の 中 に は、 この 段 階 で底 板 の寸 法 を変更 し、

調 整 す る もの もあ っ た。

く ぎ打 ち で は、 き り と くぎ、 げ ん の うを 同 じテ ー ブ ル に準 備 して お い たが 、 き りを

持 って い か な か った グ ル ー プが 大 多 数 で あ った。 ま た、 き りを 持 って い った班 も、 き
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りの 先 端 を押 しっ け て 印 を つ け る程 度 や 、 くぎが 立 っ 程 度 の下 穴 を あ け る位 に しか使

用 して い な い た あ、 次 の よ うな結 果 とな っ た。

ア

イ

ウ

釘 が 曲 が る

材 料 が 割 れ る

32mmの く ぎを最 初 に 選 ん で も、 打 ち に くい と25mmに か え る

原 因 を考 え させ る と、(ワ ー ク シー トよ り)「 釘 打 ち が へ た だ か ら」 「力 を 入 れ す ぎ

たか ら」 「くぎ を ま っす ぐ立 て な か った か ら」 「く ぎが長 す ぎた か ら」 と多 くの 生 徒 が

答 え た が、(ワ ー ク シー トよ り)「 き りを使 わ な か った か ら」 と気 づ く生 徒 も若 干 見 ら

れ た。

ま た 、 ほ とん どの 生 徒 は げん の うを使 用 した経 験 が あ った が 、 平 面 ・曲 面 の違 い を

知 識 と して 知 って い る生 徒 は少 な く、 これ も くぎが 曲 が る原 因 と な った。

側 板 の 寸 法 は、 縦 と横 が 同 じな た め、 組 立 の段 階 で 繊 維 方 向 が 選 択 で きた。 繊 維 方

向 の特 性 を 教 科 書 を見 て調 べ た グル ー プ もあ った が 、 ほ とん ど意 識 せ ず 、 「偶 然 そ う

な った 」 と答 え た グル ー プ が ほ とん どで あ った。

⑤ ま と め

グル ープ の発 表 後 、 グル ー プ で解 決 で き なか った次 の問 題 点 につ い て、 全 体 で 再 度 考

え させ た 。

ア

イ

ウ

工

オ

出 来 上 が りの寸 法 が 、予 定 よ り小 さ くな った。

釘 打 ち の時 に板 が 割 れ た。 くぎが 曲 が った。

底 板 と側 板 の角 度 が 直 角 で はな い。

側 板 の繊 維 方 向。

道 具 の使 い方 。

ア にっ い て は、 各 グル ー プ の けが きの方 法 を比 較 し、部 品 間 に隙 間 を空 け る こ との

必 要 性 が あ げ られ た。 ま た、 切 り しろ ・削 り しろ を と っ た班 で も、 で き上 が って 見 る

と、 部 品 が小 さ くな っ た と ころ は、 「切 る と きは気 を付 け て い た が 、 削 る時 は気 に し

て い な か った 」 「最 後 ま で線 を残 せ ば よか った」 とい った意 見 が 出 され た。

イ に っ い て は、 き りを 使 用 して も板 が割 れ た班 が あ り、 「は じに打 っ たか ら」 「強 く

打 ち す ぎた 」 と、 下 穴 の深 さに は気 付 か な か っ た。 そ こで 教 師 の指 導 で も う一 度 下 穴

を あ け、 くぎ を打 って み た。 げ ん の うを 観 察 させ る と、 面 の違 い に はす ぐ気 付 い た 。

ウ にっ いて は、 再 度 、 各 部 品 の寸 法 を 計 り直 して 、 同 じ長 さ に部 品 を そ ろえ る こ と

な どや 、 接 合 面 の仕 上 げ の仕 方 に つ い て 、 生 徒 か ら対 策 が 出 され た。

エ にっ い て は、 割 り箸 等 の 身近 な もの の話 か ら、 同 じ大 き さで繊 維 方 向 の 異 な る材

料 を 割 って み て、 繊 維 方 向 に よ る強 さの 違 い を体 感 させ た。 この こ とを 通 して 、 側 板

の 正 しい方 向 を 見付 け る こ とが で き た。

オ の道 具 の使 い方 は、 か ん なで こばや 木 口 を削 って み せ る に と どあ 、 今 後 の作 業 の

中 で 指 導 して い くこ と と した。

全 体 を通 して 、生 徒 は楽 し く協 力 して作 業 し、 す べ て の グル ー プが 完 成 さ せ る こ と

が で きた。 ま た 、 教 師 の予 想 以 上 に、 自分 た ち で 気 付 くこ とが 多 く、 問 題 も グル ー プ
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で相 談 し解 決 しよ う と い う姿 勢 が 見 られ た。 しか し、 問 題 を問 題 と気 付 か な い こ と も

多 く、 課 題 を具 体 的 に 理解 させ る方 法 を 工 夫 す る必 要 を感 じた。

(2)指 導 事 例2

事 例2で は試 作 モ デ ル の製 作 の前 段 階 で道 具 の使 い方 を 学 習 した。

内 容 は、 の こ ぎ り引 き、 か ん なが け、 げ ん の うの 使 い方 な どで あ る。

指 導 の 重 点 は、 の こ ぎ り引 きで けが き線 を切 らな い 、 消 さな い こ と と、 か ん な を用 い て

木 口 削 りで 板 割 れ を お こ さ な い よ うに す る こ とで あ った。1班 を5～6人 で 構 成 し、 指 導

上 、 工 夫 した と こ ろ は、 作 業 は全 員 が そ れ ぞ れ一 枚 の板 を加 工 す るが、 仕事 別 に責 任 者 を

決 め て 自覚 を促 し、班 で 困 った と きの 対 応 や手 持 ち無 沙 汰 な生 徒 が 出 な い よ う に した。 役

割 分 担 を 次 の よ うに した 。 尚 、 担 当 の 人 数 は班 毎 に決 め させ た。

・設 計 木 取 り主 任 ・…1枚 の 板 か ら部 品 を取 り方 を検 討 し
、 班 員 に ア ドバ イ ス しな が ら、

作 業 を 進 め て い く。 全 体 の リー ダー格 。

・部 品 加 工 主 任 ・・・… 図 面 か ら板 に けが き した あ と
、 切 断 か ら加 工 ま で の責 任 を 持 つ。 道

具 の正 しい使 い 方 や 、 安 全 面 に も注 意 させ る。

・組 み 立 て 主 任 ・一 一 ・4枚 の板 を組 み 合 わ せ て 、 一 っ の製 品 に組 み立 て る責 任 者 。

構 造 や 強度 を考 え、 組 立 て 方 を検 討 す る。

・作 業 記 録 主 任 ・一 一 ・班 員 の作 業 を 注意 深 く見 守 り
、 発 生 した疑 問 点 や 失 敗 、 解 決 策 な ど

を具 体 的 に 「本 日の作 業 記 録」 に記 録 す る。

① け が き

事 例1と 同様 に木 取 り図 に切 り しろ、 削 り しろ を と る こ と は指 導 して い な いが 、 調 査

対 象 の24班 の うち19班 が 木 取 り図 に切 り しろ、 削 り しろ を と った。

ま た、 切 り しろ、 削 り しろ を取 らなか った班 も、 作 業 に入 る段 階 で そ の 必 要 性 に気 付

い た と ころ もあ った 。 しろの 部 分 の寸 法 は最 小 の班 で2mm、 最 大 の班 で10mmで あ った。

ワー ク シー トよ り… 「の こ ぎ りで 切 断 す る の で板 と板 の 間 を2～6mmあ け よ う」

「の こ ぎ りで 切 る と き に落 ち る部 分 も考 え て平 面 図 に 書 く」

「切 断線 を 書 くの を忘 れ な い」

② 切 断

両 刃 の こぎ りの 刃 の 区別 や、 板 の 切 り終 わ り処理 等 は指導 を行 った ので ス ムー ズ にい っ

た 。 ま た、 設 計 を い か に丁 寧 に す るか を説 明 して お い た こと で、 正 確 な作 業 が良 い作 品

を っ く り出 す 事 を理 解 して い た よ うだ。 さ らに班 で 一 っ の物 をっ くる とい う作 業 ス タイ

ル は一 人 が 適 当 に や る と全 員 に迷 惑 が か か るの で 真 剣 に作 業 して い た。

ワ ー ク シー トよ り… 「切 断 線 を真 っ直 ぐ見 よ う」

「木 の長 さが 短 くな らな い よ う に気 を 付 け る」

「斜 め に いか な い よ うに 気 を付 け よ う」

・ 「1回
、1回 確 認 す る」

③ 切 削

か ん な の使 用 に 際 し、 作 業 始 め は、 作 業 の早 い班 が どの道 具 を 使 うか に影 響 され て い

た。 しか し、 作 業 が進 む に連 れ 、 削 り しろ の能 率 を考 え た場 合 、 抵 抗 な く作 業 に活 用 し
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て い た。 一 度 経 験 した こ とが 生 か さ れ て い た と考 え る。

木 口 削 りは、 そ の 難 しさ と失 敗 を何 度 か体 験 して い るの で 、 慎 重 に作 業 して い た。

ワー ク シ ー トよ り… 「か ん なで 削 る と き曲 が らな い よ う に と心 掛 け た」

「な な め に削 れ て しま った 」

「は じの所 が割 れ て しま っ たが 劔 あ に切 る所 は割 れ た大 き さに合

わせ た」

④ 組 立 て

き りの 使 い方 や有 効 性 を理 解 して いな い生 徒 が 多 か った。 そ の た め板 割 れ や 釘 の 曲 が

りが 意 外 に多 く見 られ た。 釘 打 ち にお け る下 穴 の大 切 さを指 導 す る必 要 を感 じた。

ワ ー ク シー トよ り… 「釘 が飛 び出 した」

「釘 が 変 に曲 が って や り直 した」

i
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5研 究 のまとめ と今後 の課題

(1)研 究 のま とめ

思考場面 を設定 し、 課題解 決 までの見通 しを もたせ るために、一枚板 によ る 「試作 モデ

ル」 の製作 を行 った。生徒 の様子 を まとめ ると以下 の通 りである。

① 新 たな工程 に移 る ときや失敗場 面 に遭遇 したとき、活発 な意見交換 がどの グル ープ に

も見 られ主体的 に活動 す ることがで きた。教科 書で調べ るグループ もあ った。

② グル ープ学習 の導入 によ り、気軽 に助 け合 え る人間関係がで き、協力 して作業 す る姿

が以前 より多 く見 られ るよ うにな った。

③ グル ープ学 習の導入 によ り、副題材 の製作 時間を分業で4時 間程度 に短縮 で きた。

④ 失敗場面 に遭遇 した ときに、 自 ら解決 してい こうという姿 勢が見 られ た。

⑤ 道具 の選択 や使 い方 に気 を配 るよ うにな った。

⑥ 仕上 げ線 を残 すな ど、見通 しを もった切 りしろの考 え方 を もて るようにな った。

⑦ 自 ら課題 に気付 い たとき、 ワーク シー トに記入 させ ることで課題 が明確 にな った。

⑧ 各 グループが発 表 し合 うことによって、 自分 たちが気付 かなか った点 や問題解決の方

法を知 る ことが で きた。

「試作 モデル」 の製作経験 によ り、本題材 に対す る意欲 や関心 が高 ま り、 自 ら課題 に

気付 き解決 して い こうとい う姿勢 が多 く見 られ るよ うにな った。 また、全体 の工程 を見

通 しなが ら、現在 の作業 に集 中 して取 り組 んで いた。

教 師 にとって も、課題設定 の工夫 や援助 の方法が明確 になったので、個 々の生徒 への

指導 に役立 った。

② 今後 の課題

① 副題材 を製作 す るとき、道具 の使 い方 をどのよ うに、 どこまで教え るべ きかが課題 で

ある。道具 の使 い方 をて いね いに教え る と、事例1と 事例2の 比較 で わか ったの だが、

一段階高 い レベルの作業が行 われて いた
。その場面 にふ さわ しい道具を適切に選んで使 っ

て いる生徒が多 く見 られた。 その反面、失敗か ら学 び、 自ら考 え るとい う場面が減少す

るとい う状況 もあ り、 「副題材 では失敗 を仕組 み、 発表会で は反省 を うなが し、 本題 材

で は失敗 させ ない」 とい う本研究 の基 本的な考え方 に反す る傾 向 も見 られた。 生徒の学

び に教師が どの よ うにかかわ り、 どこまで教え るのか は、今後 さらに検討 す ることが必

要 な課 題で ある。

② 生徒がで きた と思 って も、教 師か ら見 れば不完全で工夫が足 りない とい った ことはよ

くあ る。 この ズ レを解消す るたあに、教 師が生 徒を どの ように評価 し、適切 な場面 を選

び、 どのよ うな内容や方法で フ ィー ドバ ックす るのかが課題で ある。

生徒 の思 いを教師が把握 し、教師 のね らいに近 づ けるた あの、指導 と評価 の一体化 を

どのよ うに図 るのかを、検討 して い く必要 があ る。
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「家庭生活」領域

副主 題 一消費者 と して主体 的に判断 し、 生活 に生かす力 を育 てるための指 導法の工 夫 一

1副 主 題 設 定 の 理 由

現 代 は、 情 報 化 の時 代 で あ り、 社 会 の変 化 が 激 しい 時代 で あ る。 消 費 生 活 の 面 で も次 々 と

新 しい商 品 が 開 発 され 、 欲 しい もの は容 易 に手 に入 れ る こ とが で き る。

この よ うな 中 で 、生 徒 た ち は、 お金 さ え あ れ ば何 で も手 に入 れ られ る ことが 当 然 の よ うな

風 潮 で あ り、 目を奪 わ れ る よ うな宣 伝 を して い る商 品 や 流 行 の 商 品 につ い て、 自分 に と って

の必 要 性 や活 用性 を あ ま り考 え ず に購 入 を決 め る こ とが 多 く見 受 け られ る。 ま た、 金 銭 の 価

値 と商 品 の価 値 との 見 極 め が不 明確 な ま ま購 入 を 決 め る姿 も見 られ る。

さ らに 、 家 庭 に い る時 間 が少 な くな って きて い る生 徒 た ち は、 家 事 に参 加 す る こ と も少 な

くな り、 生 活 者 と して の実 感 を感 じに く くな って い る。 そ の た め、 自分 が必 要 とす る もの だ

けで な く、 日 々 の生 活 を営 む た め に必 要 な商 品 の購 入 に っ い て も経 験 が 不 足 して い る と考 え

られ る。

しか し、 生 徒 た ちの 中 に は、 商 品 を購 入 す る際 に、 そ の 必 要 性 を 十 分 考 え た り、 購 入 に失

敗 した際 に、 そ の失 敗 の 理 由 を考 え た り して、 生 活 の 主 体 者 と して の 自分 の力 量 を高 め よ う

と努 力 して る姿 も見 られ る。

これ らの こ とか ら、 消 費 者 と して主 体 的 に判 断 し、 判 断 した こ とを生 活 の 中 に生 か す こと

の で き る生 徒 の 育 成 が 大 切 で あ る と考 え 、 副 主 題 を標 記 の よ うに設 定 した。

2研 究のね らいと方法

(1)研 究のね らい

主題及 び副主題 に迫 るた めに、研究 のね らいを次 の3点 と した。

① 消費者 としての立 場を 自覚 し、物資 ・サ ー ビスの善 し悪 しを見極 め る力 や 自分 の生活

に とって物 資 ・サ ー ビスが必要 であ るか どうか見極め る力(判 断す る力)

② 契約 や購入の方法の種類 と内容 を知 る力(学 ぶ力)

③ 物 資 ・サ ー ビスに対す る自分 の意 見や要望 を伝 える力(表 現 す る力)

② 研究 の方法

研究のね らいを達成 す るための研 究の方法 を次 の3点 とした。

① 導入 の工夫 生徒の興味 ・関心 を喚起 し、学 習のお よそのね らいが分 か るよ

うな導入 を工夫 す る。

② 教材 ・教具 の工夫 ……題材が 自分 自身 の問題 と して と らえ られ るよ うな教材 ・教 具を

工夫す る。

③ 発問 の工 夫 生徒 の主体 的な活動や思考 の深 ま りを促す ための教 師の発問 を

工夫 す る。
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3実 態調 査

(1)調 査内容

研究 を進め るに当 た り、「家庭 の経済」 に関す る実態調査 を行 った。

①調査対 象 教育研究員所属校6校 第1学 年男女559名

②調査 時期 平成9年7月

(2)集 計結 果

ア あなたの1か 月 のお小遣 いはい くらですか。

小 遣い

男

女

全体

020406080

イ

食べ物

本 ・雑誌

文房具

CD・ カセ ソト

衣類

貯金

その他

azoaoso

ウ 買 い物 を す る と きどん な こ とを考 え ま す か。(上 位3位 ま で に下 線)

お小遣 いの主 な使 い道 はなんですか。
口 男z 女理 躰1

IIR59;

徽 難饗 鰍 一 禦 雛 一一 鰍羅郷 ・騨476
i
;

」

1

雛綴羅《卿脇 ㎜ 難 勿卿郷 難 難 灘 難 髪郷 鮒 禦《饗 照 照 翻749
62

,此 七 七 七七 .8.3

17.3"

50.2

33.5
ト

一 〃雛 響 鷺饗饗 饗 拶勿 ・i
1

一

///////////////////////////
9.51

1130
.3JV.JI

23.6'
271

}zs

幽 幽 幽 　轟幽,,i

(単 位%)

食 品 衣 料 文 具

男
1女

全 男 女 全 男 女 全

値段 … 72.7 .・ ,・ ・ 52.5 51.5 47.5 57.7 53.5
}

製造年月日 ・賞味期限 38.4 66.2 52.1 o.o 0.0 o.o 0.7 o.o 0.4

使いやすさ 0.4 1.1 0.7 4.2 6.3 5.4 20.4 41.5 31.5

サイズ 3.9 1.1 2.5 20.4 34.2 27.7 2.8 1.4 2.1一
材料 ・材質 6.0 16.0 10.9 ,・ 18.7 17.0 6.3 10.2 8.4『
利用価値 1.4 3.6 2.5 2.5 4.2 3.4 14.4 19.0 16.7

デザ イ ン 3.2 1.1 2.2 13.4 20.1 17.0 7.0 23.2 15.4

好み 17.6 14.2 15.9 8.1 :1 13.2 2.1 9.1 5.7一
色 1.8 1.1 1.4 7.0 8.8 8.0 5.3 6.3 5.9

流行 o.o 1.! 0.6 3.1 2.1 2.7 1.4 1.7 1.6
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ラ%

0

0

0

0

0

エ

ー

10

8

6

4

2

・

オ

男

女

躰

カ

誌

物

具

雑

類

べ

房

・

衣

食

文

本

トフソム

他

　

の

ゲ

そ

キ

あ な た は、 次 に あ げ る 「カ ー ド」 を持 って い ます か 。(複 数 回 答)

キ ャ ッ シュ カ 　 ド テ レ フ ォ ン カ 　 ドJRカ 　 ドな ど ク レ ジ ン トカ 　 ド

今 までの買い物で後悔 したり、失敗 したことがありますか。

020406080

失 敗 した品物 は どんな物ですか。(複 数 回答)

タc　 ロ コ

.耀難 難 徽饗 徽懲㎜雛驚 …轡… 　…%　轡3じ6

::}'1

552一
ii

638躍
1_________________1________________1________________1… 一
18;1

翻
霧

霧

勿

■鵬

.,...�,.,1.4

0102030

失 敗 した理 由 はな ん です か 。

37.2

る

い

あ

な

口

Z

体

男

女

全

口

Z

團

・

男子(119入) 女子(L57人)

一16一



0

全体(276人)

〈回答 の内容〉

商品その ものの欠陥

見極め る力、注意力 の不足…

家庭 での生活 との関係が薄 い

宣伝 な どによ る判断の誤 り…

す ぐに壊 れ た、 故 障 した

… サ イ ズが 合 わ な か った

間 違 った物 を買 った

値 段 が 高 す ぎ た

… あ ま り使 わ なか った

必 要 なか っ た

… っ ま らな か っ た

お い し くな か っ た

1)聴 》

Uisa,

/

ク

怒 り.

責任派o_s%

失 敗 した あ とど う しま した か。

男 子(II6人)

怒 り42% 行動

責任派3.3%8
.3%

36.3%

別 に生かす

怒 り41%

責任派48%

〈回答 の内容 〉

女子(143人)

諦 め

51.7%

諦 め る

別 に生 かす

そ の ま ま に した

仕 方 な く使 った,食 べ た,あ げ

た ・捨 て た ・工 夫 して 使 った

責 任 は 自分 に あ る… … … 自分 が 悪 い と思 っ た

怒 る

行動す る

怒 る

店 に取 り替え に行 った

全体(259人)

(3)調 査 結 果 の考 察

実 態 調 査 の 結 果 か ら、 中学 生 が 自分 の お小 遣 いで 買 うこ と の多 い物 は、 身 近 な、 自分 が

使 う もの で あ った。 そ して、 そ れ らを購 入 す る際 に考 え る こ とで は、 「値 段 」 を あ げ る も

のが 多か った。品質 や 、使 いやす さ とい った、購 入 の際 の ポ イ ン トを あげる ものは少 なか った。

ま た 、 買 い物 の 際 の失 敗 を 半 数 以 上 が経 験 して い る。 失 敗 した品 物 は男 子 は ゲ ー ム ソ フ

トが 多 く、 女子 は文 房 具 が 最 も多 いが 、 そ の理 由 は男女 と もに、 「よ く見 な い で 間 違 え た

物 を 買 った」 「値 段 が高 す ぎた」 「他 の店 と比 較 しな か った 」 な どの 、 物 資 ・サ ー ビス を見

極 あ る力 、 購 入 の 際 の 注 意 力 の 不 足 が 多 い。 この事 は、 安 易 に物 を選 び失 敗 を して しま っ

て い る現 状 を示 して い る。 さ らに、 失 敗 した後 の行 動 を見 る と、 そ の ま ま に して しま つて

い る もの が最 も多 く、 消 費 者 と して の 自覚 あ る行 動 も教 え る必 要 が あ る と思 わ れ る。 商 品

を 見 極 あ る力 や購 入 の 際 の 注 意 力 の 不 足 が 多 い こ とか ら、 「物 資 ・サ ー ビス の 選 択 」 の 内

容 に視 点 を 当 て た 研究 を進 め る こ と に した。
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4指 導計画 と指導 目標

指 導 内 容 1時数 指 導 目 標

1.家 庭 の収 入 と支 出 1 ①家庭の生活には収入が必要であることが分かる。

②家庭生活に必要な支出の項目が分かる。

③収入 と支出は、バランスが取れていることが必要であること

が分かる。

2.物 資 ・サ ー ビスの選択

(本 研 究)

1 ①物資 ・サー ビスを選択 す る時 に必要な ことが らが分 か り、選

択 で きる。

3.物 資 ・サ ー ビ ス の 購 入 2 ①販売方法の種類 と特徴が分かる。

②販売方法の適切な利用について分かる。

③支払い方法の種類 と特徴を知 る。

④支払い方法の適切な利用について分かる。

4.消 費者 としての 自覚 1 ①契約の意味を知 る。

②特殊販売の種類 と特徴が分かる。

③消費者の権利 と保護を知 り、よりよい消費生活を しようとす

る態度が身に付 く。

5研 究 の経 過

「物 資 ・サ ー ビス の選 択 」 の授 業 は、 生 徒 の興 味 や 関心 を 喚起 し、 「生 徒 が 主 体 的 に 考 え

判 断 す る力 」 を指 導 の 重 要 な項 目 と して 研 究 す る こ と と した。

生 徒 の実 態 を考 慮 しな が ら、 学 習 活 動 の 中 に 「生 徒 自身 が 考 え判 断 す る場 面 」 「生 徒 自身

が 活 動 す る場 面 」 を よ り多 く し、 実 生 活 と の関 連 を図 る こ とが必 要 で あ る と考 え 、 まず 、 次

の2っ の事 例 に従 って研 究 を 進 め る こ と と した。

事 例1:自 分達 の集 めた情報 を活用 して、買 い物 の模 擬体 験 す る中か ら選 択 の観点 を考 え る。

事 例2:自 分 達 の経 験 した 買 い物 の 失 敗 を分 類 、 整 理 す る こ とか ら、選択 の観点 を考 え る。

これ らは、 異 な る導 入 を 用 い る こ と に よ っ て、 生 徒 の興 味 ・関心 が授 業 の 展 開 の 中 で ど の

よ うに変 化 す る か を 見極 め つ つ 、 授 業 の ね らい で あ る 「物 資 ・サ ー ビス の 選択 」 の 定 着 を図

ろ うとす る もの で あ る。

結 果 と して は、2っ の事 例 と も生 徒 は主 体 的 に取 り組 み、 問題 に気 付 く こ とが で き た。 し

か し、 お のお の に不 十 分 な 部 分 も残 った 。

事 例1は 選 択 の観 点 の ポ イ ン トは絞 られ るが 、 実 際 に は あ ま り購 入 経 験 の な い物 資 を例 に

した こ とで 、 実 生 活 に結 び付 け に くい 生 徒 が い た。

事 例2は 自分 の問 題 と して と らえ生 活 に結 び付 けて 考 え られ るが、 実 際 に物 資 を 購 入 す る

時 の 視 点 が は っ き り しな い生 徒 が いた。

そ こで 、 さ らに研 究 を深 め るた め に次 の 案 を検 討 し、 授 業 研 究 した。

事 例3:事 前 ア ンケ ー ト(選 択 に関 す る生 徒 の問 題 点)を 活 用 し、 具 体 的 な選 択 の 観 点 を

考 え 「買 い物 ア ドバ イ ザ ー」 の模 擬 体 験 を 通 して 確 認 す る。

次 ペ ー ジは、 実 際 の指 導 事 例 とそ の 考 察 で あ る。
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6指 導 事 例

(D指 導 事 例1=そ の 商 品 、 ど う選 ぶ?=

本 時 の 目標 ・物 資 ・サ ー ビスを 選 択 す る と き に必 要 な こ とが らを考 え させ る。

・課 題 に対 し
、生 徒 が主 体 的 に取 り組 む 態 度 を養 う。

研 究 の 視 点 … … …A導 入 の工 夫B教 材 ・教 具 の工 夫C発 問 の 工 夫

評 価 の 観 点 … … … ◎ 関 心 ・意 欲 ・態 度 ◇ 創 意 工 夫 △ 生 活 の技 能 □ 知 識 ・理 解

学 習 内 容 及 び 活 動一 視点 教 師 の指 導 ・援 助 評価の観点

・本 時の 目標を確 認す る
。 本時の目標を明確にする。

・どの家庭電 気製 品を選 ぶ ことになったの
A 前時にどの家庭電機製品にす ◎進んで発表

か を発表 す る。 るか決 めさせ広告 やカ タログ で き る。

集め、本時に持参するよう連 ◎情報を収集
その商品を選んだ理由は? C 絡 を してお く。 す る。

・学習の進 め方 を知 る。 ・総合 カタログ ・広告 ・短冊

・持 ち寄 った情報(広 告 やカ タログ)を 比 A マ ジ ッ ク ・マ グ ネ ッ トを 用 ◎自分の意見
べて、班で話 し合 って仮決定 した商品名 意 して お く。 や理由が発
と、 その商品 に した理 由を短冊 に書 く。 ・机間指導を しなが ら用具の

言 で き る 。
・班毎 に短冊 を黒板 に貼 り、発表す る。 B 配布や発表者が決まってい
・他 の班 の発表を聞 く。 るかを確認 してお く。 ◎発表を興味
・ ワ ー ク シ ー トに 記 録 す る

。 B を持 って聞

く 。

どういう視点で選んでいるのかを分類してみよう。 C

・代表の生徒数人で分類する
。 B ・分類に困 った場合助言す る 口出された理

予想される理由 予想される分類 由を分類 し
・機能が た くさんつ いてい る

。 一 → ・機能や性能が良 いか。 てま とめ る
・安 く な って い る

。 一 一 → ・値段 も予算 に合 うか。 ことが で き
・省 エ ネ タ イ プ 、 地 球 に 優 し い 。 → ・購入後の ことまで考え る。 るQ

・大 き さ が よ い
。 → ・置 き場 は良 いか。

他に注意することは? C

△◇これまで
・出された理 由や、生 活経験 の中か ら他 に ・その商 品の必要性 について の買い物経
注意す ることはないかを考えて発表す る。 の意見 も大切 にす る。 験か ら他に

・分類 してみる と商品選択 の ポイ ン トが明 ・選 び方 の視点 が育 ってい る 注意する事
確 にな った ことに気付 く。 ことを賞賛 する。 はないか考

・ワ ー ク シ ー トに 記 入 す る
。 B え る。

・本時の まとめ を聞 く
。 ・他 の商品 やサー ビスを選ぶ 口商品選択の

とき も、今 日の学習経験 を ポ イ ン トが

生 か し、 よ く考えて選択 を 分か る。

す ることが大切で あること ◎実生活に生
を助言 す る。 か そ うとす

・次時 の学習 にっ いて知 る
。 ・次 は購入の仕方や支払いに る

ついて学習することを連絡

す る。

評 価 ・商 品 を選 ぶ と きの ポ イ ン トが理 解 で き たか 。

・商 品 の 情 報 を見 て主 体 的 に選 択 を す る こ とが で き たか
。
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(2>指 導事 例2=そ の買 い物、 なぜ失 敗 したの=

研究 の視 点………A導 入 の工夫B教 材 ・教 具の工 夫C発 問 の工夫

評価 の観 点………◎関心 ・意欲 ・態度 ◇創意工 夫 △生活 の技能 □知識 ・理解

学 習 内 容 及 び 生 徒 の 活 動 工夫 教 師の指導 ・援助 評価の観点

・本 時の学 習 目標 を知 る。(全)

・各 自の買 い物の失敗 を書 き出す。(個) .・

C

B

B

C

B

B

B

C

B

C

B

・個人用記入用紙 を用

意す る。

・記入用の短冊に切 った

色画用紙 と太マジック

を用意 し、配布する。

・なぜ 同 じ分類か、 そ

の理 由を考 えて分 け

るよ うに机間指導 し

なが ら助言す る。

・掲示用 マグネ ッ トを

用意す る。
・分類の仕方が分からな

い場合は発表班に聞い

て、分類を変えても加

えても良いと助言する。
・まだ出ていない もの

で、理 由を考 えやす

い例 を示す。

・分類を一言で表す題を

付けようと助言する。

・分類 して掲示 した上

に理由を書 き入れ る。

・理由の文章か ら 「買う

時の注意は?」 と考え

る方向を助言する。

・分類 と理 由が記入 で

きる用紙を準備す る。

◎買 い物 の

失敗 の内

容 を とら

えて、書

けてい る

か

口 失敗の理由

が整理でき

ているか

口 理由を捉え

て分類して

いるか

口失 敗の理

由を考え、

仲間分 け

で きるか

口 ひとまと

まりと し

て考えて

いるか

△ 買 う時 の

状況 と関

わ って考

え られて

いるか

今まで失敗 したり後悔 した買物は、どんなことがあるか

・買ったら壊れていた ・買っても使わなかった ・見かけよ

りまずかった ・もっと安いのがあった ・箱 は立派でも中は

少なかった ・サイズが合わない・家に同じ物があった・持っ

ている服に合わない ・使いにくいので使わない 等

・机 を班 で付 け、同 じことが重 な らない ように班 ご

とに失 敗例 を短冊 に書 く。(班)

・失 敗例を仲間分 けす る。(班)

失敗の仕方を同 じ原因で分類 してみよう

・代 表班 が分類 して黒板 に掲示 す る。(班)

・他 の班 も発表班 に加 えて掲示 す る。(班)

・机 を戻 し、教師 の出 した例 を分類 す る。(全)

☆部品が足 りなかったxサ ービス品を腐らせた

*買 ったのに使わない ○買ったけど置けない

▽高すぎて小遣いが無 くなった ま買いまちがえた 等

・分 類 した理 由を考 える。(個)

失敗の分類のそれぞれに題を付けてみよう

・分 類 した仲間 の理 由を発表す る。(全)

☆もともと悪いものだったx宣 伝や見かけにのせられた

*本 当に必要か考えなかった ○家をよく見なかった

▽計画的な金の使い方をしなかった ‡自分のウッカ リ

・買物をする時 の注意を失敗の理由か ら考える。(全)

失敗の仲間分けから買 う時の注意を考えよう

よ く家の中 を見て、 ど う使 うか調べ、他の店 も見て、

品物や値段 を比べ、宣伝 に惑 わ されない ように、落

ち着 いて間違 えないよ うに買お う。

・ワーク シー トに整理 して記 入す る。(個)

評 価 ・買 い物 の失 敗 の理 由 を 、一 人 一 人 が 、 整 理 して理 解 で きた か。

・物 資 や サ ー ビス を選 ぶ 時 は、 生 活 と関 連 させ 、 よ く見 て、 考 え て選 ぶ こ とが ポ イ

ン トで あ る と理 解 で き たか。
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(3}指 導 事 例1の 考 察

本 事 例 は、 『身 近 な電 気 製 品 を 選 ぶ」 と い う模 擬 体 験 をす る こ と で 商 品 の 購 入 に 対 す る

興 味 ・関心 を 高 め 、 更 に商 品 を選 ん だ理 由 を考 え、 班 ご とに 発表 す る こ とで選 ぶ 視点 の 違

い を 知 り どの よ う な選 び方 が 良 い方 法 な のか を体 験 を通 して考 え る授 業 で あ った。

○ 導 入 の 工 夫 … … … 誰 もが 使 っ た り触 った り した こ との あ る 『身 近 な電 気 製 品 を選 ぶ』 と

い う場 面設 定 を した。 実 際 に は買 っ た経 験 の な い生 徒 が ほ とん どで あ るが、 違 和 感 な く

選 ぶ こ とが で き、 班 で の話 合 い も意 欲 的 で ス ム ー ズ に行 え た。 商 品 の種 類 を広 げ る と選

ぶ 視 点 が は っ き り しな い の で は との 配 慮 か ら 「身 近 な電 気 製 品 』 に絞 った が、 生 徒 か ら

別 の商 品 も選 ん で み た い とい う声 が あ り、 商 品 の種 類 を増 や して もよ い と思 った。

○ 教 材 ・教 具 の工 夫 … … …生 徒 各 自が カ タ ロ グや 広 告 を 集 め た こと は、 自分 の問 題 と して

と らえ させ る た め の教 材 に な った。 短 冊 に 自分 の 考 え を 書 くと い うこ と は、 生 徒 の意 見

が大 切 に され て い る とい う実 感 を与 え、 分 類 しや す い教 具 と な っ た。 班 発 表 は この学 び

を 全体 の もの にで きる学 習 効 果 もあ った。

○ 発 問 の工 夫 … … … 言 葉 を整 理 し、 簡 潔 な発 問 を心 掛 け生 徒 に考 え させ た り、 発 言 しや す

い よ うに工 夫 す る と、 い ろ い ろ な考 え や発 言 が 出 て効 果 が あ った。 教 師 は余 り しゃべ り

す ぎた り、 説 明 しす ぎ た り しな い こ と も大 切 で あ る と痛 感 した。 ク ラス全 体 か ら出 され

た選 ん だ理 由 を み る と、 正 し く主 体 的 に選 ぼ う とす る芽 が育 ち始 あ て い る こ とが分 か っ

た。

(4)指 導事例2の 考察

本事例 は、 自分 たちの経験 した買 い物 の失敗例 を発表 し、整理分析す る ことで、物 資購

入 の際の選択 の観点 を考 え ることがで きるように工夫 した指導展開例で あ る。

○導入の工夫… ……中学1年 の立場 で実 際に経験 した自分 たちの買 い物 の失敗 を発表 す る

という導入 は、客観的 に自分 を とらえ ることがで き、 より積極的 に取 り組 めた。 ま た、

失 敗例を分析す る ことで、購入 に当た っての消費者 の立場や販売の仕組み などに も触 れ

たので、「購入 。契約 ・消 費者の 自覚 の学習全体 の導入」 として も適切 な授業 であ った。

○教材 ・教 具の工夫……… 自分 の失敗 とい う実体験 その ものが教材 にな って いる ことか ら

自分 自身の問題 と して と らえる ことがで きた。 また、 自らの生活 や経 験 を掘 り起 こ し、

生活 その もの に注 目す ることで、問題 をよ り身近 に感 じることがで き、学 習 したことを

自分 の生活 に生 か し、生 活 を見直 し、生活 を作 りだ してい く力 にな った。

また、発 言を短冊 に書 いて発表 させ たこ とは、個 の発言 を大切 にす ることにも、個の

学習 を全体 に広 げ ることにも役立 っ効果的 な方法で あ った。

○発問 の工夫 ………教 師の発問 は余分 な説明や解説 は極力省 いて 「失敗 例 は」 「失 敗 の分

類」「題 をっ ける」「そ こか ら分 か ることは」 と簡潔 に し、教 師が教 え こむのでな く、生

徒 自身 の発想 や表現 を大切 に しなが ら、 それ らを組み立 てる ことで授業 を進 めた。生 徒

の表現 は稚拙 であるが、生徒 自身 の 目線で 日常や生活 に即 した解決 がで き、生徒 自身が

作 り出す授業が展開 で きた。
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(5}指 導事例3=買 い物 ア ドバ イザ ーになるために=

研究 の視点 ………A導 入の工夫B教 材 ・教具 の工夫C発 問の工 夫

評価 の観点 ………◎ 関心 ・意欲 ・態度 ◇創意工 夫 △ 生活の技能 □知識 ・理解

学習内容及び生徒の活動 研究視点 教 師 の 指 導 ・援 助 評価の観点

・本時の学習を知る ・事前 に実 施 したア ンケー ト結果か ら、 ◎ ア ン ケ ー ト

本時に関連のある内容をグラフ化 し の結果をま

ア ンケー トの結果か ら気付 A・B・C て示す。 とめ、 自分

いたことをまとめてみよう。 *買 い物の失敗の経験の有無 たちの課題

*買 い物の失敗の原因 を把握 しよ
・ ワ ー ク シ ー トに 気 付 い た こ と *失 敗 した後の対処 うとしてい

を記入 し、 発表す る。 ・ワ ー ク シ ー トを 用 意 す る
。 るか 。

・ア ン ケ ー トの 結 果 か ら
、 自 分

・個 人で まとめることが困難であれば、

たちの課題 にっ いて まとめ、 班 活動 とす る。

発表 す る。
・身近 な品物 を示 し、 どん な点 に注意

どんな点 に注意 して選べば } B・C して選択すればよいのか具体的に考

い い の だ ろ う 。 え られ るよ うにす る。

品物の例
'CD

ラ ジ カ セ 、 時 計 、 靴'

・班 で品物 を1つ 選択す る。 シ ャ ー プ ペ ン シ ル

、セ ー タ ー な ど

・実物や絵 カー ドを用意す る。 ◎班で話 し合
・班 で 話 し合 い

、 ワ ー ク シ ー ト
・机間指導 し、 まとめ方 について助言 いに積極的

にまとめ代表者が板書する。 1す る。 に参加 しよ
・班 の代表者が発表 する。 うと して い

・各 班 の 発 表 を ワ ー ク シ ー トに ・相互の意見交換の中から不足 してい る か 。

まとめ、意見交換 をす る。 る点 などを補 う。 口品物 を選ぶ

ポ イ ン トが

・各班 の発表 を もとに して、品 。発表 内容か ら、生活面、 品質面、 価 わか るか。

物を選ぶ と きのポイ ン トを ま 格面などの視点に注意 して選ぶこと

と め る 。 の重要性に気付けるよう助言する。

次の買い物が 「成功する」 B・C ・ 「○○家の買い物の失敗」を用意する。

ためにア ドバイスを しよ うQ 担任の先生に相談者 となって登場 し

て も ら う。

・買 い 物 の ア ドバ イ ス を ワ ー ク 内容は、本時の学習内容である品物

シ ー トに ま と め る。 を選 ぶ ときのポイ ン トに触 れ ること

ので きるものに工 夫す る。

・ア ドバイスの内容 を発表する。 具体例騰 撫 騰 肇かめる1

・今 日の学習 を振 り返 って 自己 ・数名に発表させ、その内容を確認する。 ◇口本時の学

評価 す る。 ・ ワ ー ク シ ー トを 整 理 し、 提 出 す る よ 習を参考に

う指示 す る。 して適切な
・授業後点検 す る。 ア ドバ イ ス

がで きるか。

評価 ①

0

0

班 での話合 いに意欲的 に取 り組 む ことがで きたか。

品物 を選ぶ ときの ポイ ン トが理解 で きたか。

今後 の生活 に学習内容 を生 かそ うとす る関心 や意欲が もて たか。
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⑥ 指 導 事 例3の 考 察

本 事 例 で は、生 徒 の 生 活 に関 連 づ け なが ら授 業 を展 開 す る た め に、 実 態 調 査 の結 果 を活

用 して品 物 を選 択 す る場 面 や 買 い物 ア ドバ イ ス をす る場 面 を取 り入 れ た。

○ 導 入 の工 夫 … … … こ こで は事 前 に 実 施 した ア ンケ ー トの うち本 時 に関 連 の あ る項 目の集

計 結 果 を教 材 と して 活 用 した。 これ は、 生 徒 自身 に 自分 た ちの 現 状 を把 握 させ 、 課 題 を

明 確 に さ せ た うえ で授 業 に取 り組 ま せ た い と考 え たか らで あ る。 結 果 と して 、 買 い物 の

失 敗 原 因 は 自分 た ち の 『見 極 め る 力不 足 』 に あ る こ と に着 目 した生 徒 が 多 く、 そ こか ら

課題 を と らえ る こ と が で きた よ うで あ る。 ま た、 ア ンケ ー ト結 果 の 中 か ら課 題 を 具 体 的

に と らえ る こ とが で き た た め学 習 意 欲 を高 め る に も有 効 で あ った。

○ 教 材 ・教 具 の工 夫 … … … ワー ク シー ト、 絵 カ ー ド、 『○ ○ 家 の 失 敗 』 を 準 備 し、 生 徒 の

興 味 や 関心 を喚 起 す る よ うに工 夫 した。 ワー ク シー トは授 業 を ス ム ー ズ に展 開 す る上 で

有 効 な手 段 で あ る。 そ こで 、 ワ ー ク シー トの 中 に 自 己評 価 を取 り入 れ、 授 業 内容 を どの

く らい理 解 で きた か 生徒 自身 が 判 断 で き る よ うに した。

本 時 で は、 品 物 を選 択 す る視 点 を 考 え させ る場 面 を設 定 した。指導 事例1の 反 省 か ら、

品 物 は電 化 製 品 に 限定 せ ず様 々 な 商 品 に 関 して考 え させ るよ うに した。 これ は商 品 に よ っ

て 選 択 す る視 点 が 様 々 あ る こ とに気 付 か せ た か った か らで あ る。 そ こで 、 生 徒 が 購 入 す

る機 会 が 多 い品 物 を数 種 類 提 示 し、 そ の 中 か ら班 で一 っ選 ん で 考 え さ せ る よ うに した 。

絵 カ ー ドを 活 用 した の で、 イ メ ー ジ もふ く らみ活 気 あ る話 合 い とな った。 ま た、 授 業 の

ま とめ と して相 談 者 に買 い物 の ア ドバ イ ス を す る場 面 を設 定 した が、 生 徒 は買 い物 ア ド

バ イ ザ ーに な った っ も りで 嬉 々 と して 取 り組 ん で い た
。 本 時 の学 習 内容 を 活 用 して工 夫

しな が ら 自分 の 考 え を ま とめ て お り、 様 々 な意 見 を交 換 す る こ と もで きた。 今 回 は、 担

任 の先 生 に相 談 者 と な って 登 場 して も らい一 部TTの 形 を と ったが 、 あ らか じめ ビデ オ

に収 録 して お い た り、 紙上 の 相談 とす るな ど様 々 な工 夫 が で きる と考 え られ る。

○ 発 問 の工 夫 … … … ア ンケー トの結 果 か ら気 付 くこ とを 挙 げ させ 、 買 い物 で ど の よ うな点

に注 意 して選 べ ば い い か とい うオ ー プ ンエ ン ドな 発 問 を 行 な った。 こ う した工 夫 に対 し

て 、 生 徒 はか な り主 体 的 に活 動 して い た。 しか し、 授 業 の ま とめ の 段 階 で は教 師 が 誘 導

して しま う場 面 が 多 くな って しま った。 この点 に っ い て は今 後 の課 題 と いえ る。
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7研 究 の ま とめ と今 後 の課 題

本 研 究 で は、 生 徒 が主 体 的 に 課 題 に取 り組 む態 度 を育 て るた め に、 導 入 の工 夫、 教 材 ・教

具 の工 夫 、 発 問 の 工 夫 を ね らい と した。

0導 入 の工 夫 で は、 生 徒 に いか に興 味 ・関 心 を もた せ られ るか を 考 え 、 事 例1、 事 例2を

授 業 検 証 した 結 果 事 例3に 至 った こ とは先 に述 べ た とお りで あ る。 事 例3で は、 「事 前

ア ンケ ー トの 選 択 に関 す る 自分 達 の問 題 点 を活 用 し、 具 体 物 を選 択 す る観 点 を考 え、 買

い物 ア ドバ イ ス の模 擬 体 験 を通 して確 認 す る。」 とい う もの で あ った が 、 ア ン ケ ー ト結

果 が 自分 た ち の もの で あ った こ とか ら生 徒 に は身 近 な問 題 と して 取 り組 む姿 勢 が 見 られ

た。 ま た、 そ の後 の班 活 動 で も 自分 の 問 題 と して 考 え る発 言 が 多 くな り、 生 徒 自身 の 生

活 に結 び付 け て選 択 の観 点 が 考 え られ たの で は な いか と思 わ れ る。

○ 教 材 ・教 具 の工 夫 で は、 自分 の問 題 と して と らえ主 体 的 に授 業 に取 り組 む こ とを 目的 と

して 次 の よ うな教 材 ・教 具 を 考 え、 使 用 した。

生 徒 へ の ア ンケ ー ト結 果 を ま とめ た グ ラ フや生 徒 自身 が集 め て きた カ タロ グや広 告 は、

生 徒 の興 味 ・関 心 を 引 き 出 した だ け で な く、 自分 自身 の 中 に あ る生 活 課 題 を解 決 す る こ

とに結 び 付 い た と思 わ れ る。

生 徒 が 自分 の 意 見 を ま とめ た発 表 カ ー ドは、 生 徒 自身 の 意 見 が 授 業 の 中 で大 切 に され

て い る意 識 を 生 徒 に もた せ る こ とが で き、 個 の学 び を学 級 全 体 の学 習 に す る こ とが で き

た 。 ま た、 分 類 が しや す い教 具 とな った。

担 任 教 師 と家 庭 科 教 師 のTTや 担 任 教 師 の登 場 す るVTRな どに よ る買 い物 ア ドバ イ

ザ ー の模 擬 体 験 は、 生 徒 の興 味 ・関 心 を喚 起 す るの に有 効 で あ った だ けで な く本 時 の 学

習 を確 認 す る こ とが で き、 実 生 活 に生 か す た め の ワ ンス テ ップ とな った 。

○ 発 問 の工 夫 で は 、 余 分 な 説 明 や 解 説 は、 極 力 省 い て簡 潔 な 発 問 を心 掛 け、 教 師 が 教 え込

む の で は な く、 生 徒 に考 え させ 、 生 徒 の発 言 を 中心 に授 業 を 進 め る工 夫 を した。 そ の結

果 、 生 徒 た ち一 人 一 人 が 自分 で 考 え、 班 活 動 の 意 見 交 換 も活 発 に な り、 積 極 的 に発 言 を

す るな ど主 体 的 に活 動 す る姿 が 見 られ た。

以 上 の よ うな工 夫 か ら授 業 の流 れ は、 生 徒 が 主 体 と な って 進 め られ て い った。 授 業 後

の 感 想 の 中 に も、 今 後 の生 活 に 授 業 の 内 容 を 生 か して い きた い とい う もの が あ り、 本 研

究 が 目指 す 消 費 者 と して主 体 的 に判 断 し、 生 活 に生 かす 力 の芽 が育 ち始 め た こ とを 実 感

した。

導 入 の工 夫 と教 材 ・教 具 の 工 夫 につ い て は、 本 研 究 が 目指 した ね らい に近 づ い た と思

わ れ る。 しか し、 発 問 の 工 夫 にお い て教 師 は説 明 しす ぎた り、 答 え を 早 く出 させ よ う と

した り して しま いが ちで あ る。 生 徒 に よ く考 え させ 、 主 体 的 に課 題 に取 り組 ま せ る発 問

の工 夫 を さ らに研 究 す る必 要 が あ る。 ま た、 「買 い物 ア ドバ イ ザ ー」 に な る こ と に よ っ

て、 生 徒 が学 習 した 内容 を活 用 す る こ とが で きた が 、 実 生 活 に ど う生 か した か を体 験 レ

ポー トな どで 確 か あ る こ と も今 後 は必 要 で あ ろ う。
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